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「いただきます」
この言葉の重みを知っているのはおばあちゃんだ。おばあちゃんのいただきますはとっても長い。手を合わせて
「神様、今日もおいしいご飯を食べさせて頂きありがとうございます。この恵みをご先祖様と共にいただきます。」
と言ってから食べ始める。以前は一回一回そんなことをする必要ないだろうと思っていた。でも六年生になった今私が感じることは違う。
　おばあちゃんは八十六歳。第二次世界大戦を経験している。八人兄弟の中の三人目であるおばあちゃんは戦時中も小さい弟や妹の世話をしていたそうだ。その頃は、配給される食料も少なくおなかいっぱい食べられるのは夢のまた夢だったという。大きな米農家だったおばあちゃんの生まれた家は朝から晩まで家族全員で田んぼの作業をした。小さい妹をおぶって大変な作業をがんばったそうだ。でもせっかく収穫したお米も供出という決まりで一粒残らず引きわたしてしまった。
「だからこそ毎日ご飯を食べられる今は本当にありがたい。」
六年生になっておばあちゃんの苦労話が理解できるようになり、おばあちゃんのこの言葉にむねをぎゅっとしめつけられた。毎日のいただきますがおばあちゃんにとってこんなに大切だということに今まで気づけなかった自分がはずかしかった。そして、もう一ついつもおばあちゃんが私に言う言葉がある。
「お米を食べなきゃだめだよ。ご飯は元気のもとだよ。」
という言葉だ。
　でもある日、元気だったおばあちゃんが大腸炎というおなかの病気で入院してしまった。おばあちゃんはしばらくなにも食べられなかった。そしてやっと一週間して最初に食べられたご飯はおもゆだった。そして何日かしてそれがおかゆになった。おばあちゃんは何日も食べられずにいたことでまた改めてお米のおいしさに気づいたようだ。やがてお気に入りのやわらかめに炊いたご飯を食べられるようになったおばあちゃんは、
「やっぱりお米を食べなくちゃ体は作れないね。ろかもいっぱいお米を食べて元気でいなさい。」
そう言ってニコニコと笑った。私は、そんなおばあちゃんの姿を見てうれしくなった。それと同時にお米はいままでもこれからも私達の体を健康にしてくれるすばらしい食べ物だと思った。おばあちゃんの入院を機にお米のありがたみに改めて気づくことができた。
　それから半年後、すっかり元気になったおばあちゃんは私の誕生日に山盛りのお赤飯を炊いてくれた。家族みんなでごちそうを囲み、私はおばあちゃんと一緒にあの長い
「いただきます」
を言うことができた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

